
「小中一貫教育・地域学校園」制度 検証について【概要版】（令和４年２月） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔目      的〕  義務教育９年間を通した系統的な指導と，地域の教育資源を活用した特色ある教育活動などにより，児童生徒の学力保障と学校生活適応を目指す学校教育の充実 

〔基本的な制度設計〕 ○小中学校を組み合わせた２５の地域学校園を設定   ○既存の学校施設を活用した施設分離型で実施   ○本市独自の４・３・２制カリキュラムを編成 

〔基本方針 （取組）〕  ①小中一貫教育カリキュラムの充実により，教育活動の一層の充実を目指す。（各教科等，小学校の外国語活動，「百人一首」に親しむ学習，「宮・未来キャリア教育」， 

「宮っ子心の教育」，「元気アップ教育」，小学校高学年の教科担任制，小学校６年生の進学先中学校訪問，小中学生の交流活動等） 

②教職員の相互理解を一層深めることにより，教職員の資質向上を図る。（「小中一貫の日」の設定，相互乗り入れ授業，地域学校園教職員研修等） 

③地域教育力の活用をさらに進めることにより，学校支援の充実を図る。（地域と連携した教育活動，土曜授業の実施等） 

④自主的・自律的な学校運営の推進により，「地域とともにある学校づくり」を進める。（魅力ある学校づくり地域協議会の連携等） 

現行制度の概要 

 本制度が全市実施１０年目を迎えたことから，

これまでの成果と課題について検証するととも

に，国の教育施策の動向等を踏まえ，今後の方向

性について検討する。 

また，「第２次宇都宮市学校教育推進計画」と

の関係を改めて整理し，本市学校教育を推進する

上での本制度の位置付けを明確にする。 

現行制度の状況（基本方針等別） 

【基本方針１】小中一貫教育カリキュラムの充実により，教育活動の工夫・改善を進める。 
 
 
 

 

・各教科等における４・３・２

制による指導計画の活用 

・小学校高学年の教科担任制の

推進のための指導体制の整

備や，指導方法の工夫 

・新たな不登校を生まない学級

経営等の充実と，不登校児童

生徒への小中学校の切れ目

のない支援の充実 

・小６の進学先中学校訪問の安

全面等に配慮した実施方法

の工夫 

・交流活動におけるＩＣＴ活用 

成 

 

果 

課 

 

題 

〔学力保障〕 

○義務教育最終学年（中３生徒）の学力や思いやりの心，体力，食に関する知識や実践力等の向上 

  参考：H23と R1の比較 本市学習内容定着度調査（数学）正答率 50％未満 13.1%→ 8.0% 

「自分のよさを人のために生かしたいと思う」と回答 86.6%（H26）→89.5％ 

「誰に対しても思いやりの心を持って接している」と回答 85.9%→93.9％ 

「うつのみや元気っ子健康体力チェック」E段階 4.2%→1.7％ 

「好き嫌いをしないで食べている」と回答 77.3％→82.3％ 

○学習習慣や態度の育成に向けた手引き等の作成・活用，授業における指導の共通実践，学力調査結果の

分析など，小中学校が連携した取組の定着による系統的な指導の充実 

○教科横断的教育活動における，４・３・２制カリキュラムを生かし，期のまとまりを踏まえた指導の充実 

〔生活適応〕 

○中学校生活を見据えた小学校段階からの生活のきまりなどの活用による系統的な児童生徒指導の充実 

○進学先中学校訪問や交流活動等による小６児童の中学校進学への不安軽減  

○中学生の上級生としての自覚の向上 

○児童生徒指導に係る取組についての情報共有に基づく，小中学校が連携したきめ細かな対応の充実 

【基本方針３】地域の教育力の活用をさらに進めることにより，学校支援の充実を図る。 
【基本方針４】自主的・自律的な学校運営の推進により，「地域とともにある学校づくり」を進める。 

・地域行事への学校の関わり方 

・全市一斉土曜授業の在り方 

・魅力ある学校づくり地域協議

会同士の連携の必要性 

○魅力ある学校づくり地域協議会との連携などによる，地域人材の協力を得た教育活動の推進 

○児童生徒の社会性や地域に対する愛着の育成  

○土曜授業の地域の特色を生かした教育実践としての定着 

成 
果 

課

題 

【基本方針２】教職員の相互理解を一層進めることにより，教職員の資質向上を図る。 

○平成３０年度までの全校における相互乗り入れ授業の実施を通した相互理解（小６児童の不安解消） 

○「小中一貫の日」を活用した，運営部会や部会などの会議における取組の計画的な実施 

・相互理解の目的の明確化と授

業力向上に向けた取組の工夫 

・各地域学校園の状況に応じた

「小中一貫の日」の活用 

課

題 
成 
果 

【制度設計，取組を推進するための組織等】 

・４・３・２制カリキュラムの

捉え方の整理 

・制度の目的等の在り方の検討 

○小中学校を組み合わせた地域学校園の枠組みの，系統的指導や交流活動の推進に向けた有効活用 

○一人配置職員（養護教諭，学校栄養士，学校図書館司書，事務職員）の連携体制を生かした業務の効率化及

びＯＪＴの推進 

課

題 

成 
果 

国の教育施策の動向 

○学習指導要領改訂 

 ・学校と家庭，地域が連携・協働する「社会に開かれた教育課程」の実現 

 ・「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の３つの資質・能力の育成 

 ・学校教育目標実現のため組織的かつ計画的に教育課程の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の推進 

 ・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

 ・教育内容の改善（言語活動の確実な育成，外国語教育の充実，情報活用能力の育成 等） 

○中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」 
 ・２０２０年代を通じた，個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

 ・ＩＣＴの活用，幼小の円滑な接続，９年間を見通した義務教育（小学校高学年の教科担任制含む）等の推進 

・９年間を見通した教育課程や

指導体制の構築 

・カリキュラム・マネジメント

の推進 

・小中学校間の連携強化 

・幼小の接続の推進 

・外国語教育の充実 

・ＩＣＴ環境の活用 

教

育

施

策 

課 

 

 

題 

検証の趣旨 

現行制度の検証の趣旨，国の教育施策の動向を踏まえ，これまでの成果を生か 

すとともに課題の解決を図るため，次の３つの方向性を柱として見直しを行う。 

「第２次宇都宮市学校教育推進計画」との関係整理  

○本制度を推進計画の基盤として位置付け，一体化を図る旨を明確化する。 

○本制度で実施してきた各取組を推進計画の施策・事業として位置付ける。 

/義務教育９年間の指導の系統性と学びのつながりの強化  

〔４・３・２の三期に係る考え方や取組の一層の明確化〕 

 ○中１ギャップ解消のため，特に活用期で小中連携を生かすことを明確化する。 

 ○４・３・２の三期を生かしたカリキュラムにより，スモールステップで，きめ 

細かな指導を行うことを明確化する。 

 ○各地域学校園が目指す児童生徒像や取組の重点を明確にした上で，計画の立

案，実施に加えて評価，改善を着実に実施するなどの「カリキュラム・マネジ

メント」を推進する。 

〔教職員の相互理解による指導改善の一層の推進〕 

 ○相互理解の取組を，課題解決に向けた実践や教職員の指導力向上につなげる 

ため，乗り入れ授業や授業参観，合同授業研究会等について検討する。 

 ○乗り入れ授業や合同授業研修会等の視点として，小学校における外国語の 

指導や，小学校高学年における教科担任制を取り入れることを検討する。 

〔幼児教育と小学校教育の接続の推進〕 

○小学校の児童と幼児の交流，教職員の情報交換等を一層効果的に推進する 

ため，地域学校園の枠組みなど，本制度を有効に活用できるか検討する。 

/ＩＣＴの活用推進  

○ＧＩＧＡスクール構想により整備した端末及び通信環境等を活用し，小中学生 

の交流活動や小中学校の教員による合同授業研究会，「小中一貫の日」の会議等 

をオンラインにより効率的かつ効果的に実施することができるよう検討する。 

制度見直しの主な方向性 

現行制度の総括 

 制度における取組は各地域学校園において着実に実施され，小中学校の連携
による義務教育９年間を通した系統的な指導や地域の教育資源を活用した特色

ある教育活動が推進されており，次のような成果が見られている。 

○学力保障について，小中学校が連携して学力向上を目指す取組が定着し，義務

教育修了段階において指導の成果が顕著であるとともに，特に教科横断的教

育活動において４・３・２の三期を生かした指導が効果的に行われた。 

○学校生活適応について，生活のきまり等の小中が連携した指導により中１生

徒の中学校生活への適応が図られたとともに，小中学生の交流等により中学

校進学への不安軽減が図られ，中１ギャップの解消に一定の成果が見られた。 

○教職員の相互理解について，乗り入れ授業により相互理解が図られたととも

に，「小中一貫の日」を活用した会議における情報交換が計画的に実施された。 

○地域の教育力の活用等について，地域の教育力を生かした教育活動が推進さ

れ，小中学生の地域行事への参加等により社会性や地域への愛着が育まれた。 

○本制度における組織を生かした取組について，一人配置職員の連携が図られ，

業務負担の軽減やＯＪＴの推進に効果的であったとともに，地域学校園の枠

組みが，小中学校が連携を図る各取組に生かされ，有効に機能した。 

参考資料４ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

〔目的〕 

２５の地域学校園における，義務教育９年間を通した系統的な指導と，地域の 

教育力を生かした特色ある教育活動などにより，本市学校教育の充実に資する 

〔全体構想図〕 

 

全 体 概 要 

○ 各教科等におけるカリキュラム       【基本目標１】 

○ 小学校低学年の外国語活動         【基本目標２】 

○ 本市ゆかりの古典「百人一首」に親しむ学習 【基本目標２】 

○ 教科横断的教育活動（元気アップ教育，宮っ子 

心の教育，宮・未来キャリア教育）      【基本目標１】 

・ 各地域学校園の児童生徒の実態等に応じて設定する最重点目

標に基づく，４・３・２の三期のまとまりを生かした系統的な指

導の充実を図る。 

・ 各期の終わりの児童生徒の状況を，学力調査等を活用して設定

した指標により評価し，取組の改善を図る検証・改善サイクルの

充実を図る。 

９年間の系統性を生かしたカリキュラムの実施     充実 

○ 運営会議（中学校長，各小学校長，地域学校園事務室長，小中一貫教育推進主任） 

○ 部会（「学力向上」「学校生活適応支援」「各教科等部会」など地域学校園の裁量） 

○ 分科会（養護教諭，学校栄養士，学校図書館司書，かがやきルーム指導員 等） 

○ 地域学校園事務室  

「小中一貫教育・地域学校園」制度の見直し 
 

各地域学校園の組織・体制 

各地域学校園における具体的な取組 各地域学校園における具体的な取組 

【基本目標１】【基本目標４】 

専科教員の配置状況に応じた活用を図るとともに，学級担任によ

る授業交換をこれまで以上に推進する。 

小学校高学年の教科担任制              充実 

【基本目標１】【基本目標３】 

・ 中学校生活への不安軽減や中学校入学後の円滑な人間関係構

築につなげ，不登校対策にも資するよう，小学校間における児童

の交流活動の充実を図る方策を検討する。 

・ オンラインによる交流により，活動を円滑に行ったり，新たな

交流の機会を創出したりできるようにする。 

・ 各地域学校園の実情に応じて，これまでの実績を基に，特に効

果が期待できる交流活動への重点化や精選とともに，多様な児童

生徒の状況に応じた活動及び指導の充実を図る。 

・ 実施可能な地域学校園における冒険活動センターの小小，小中

の交流活動を継続する。 

小中学生の交流活動                 変更 

【基本目標１】【基本目標３】 

・ 中学校生活についての全体説明や授業参観，部活動見学などを

実施する。 

・ 交流型地域学校園に配慮し，全市一斉実施日の設定を継続する。 

・ 小中学校間の距離が２ｋｍ未満の場合は担任の引率のもと徒歩で

移動し，２ｋｍ以上離れている場合はバス等の交通手段を活用する。 

小学校６年生の進学先中学校訪問           継続 

本市学校教育の充実 

各小・中学校  
魅力ある学校づくり 
地域協議会 

地域学校園 

小中一貫教育 

 小 学 校  小 学 校 

 中 学 校 

 商店・農家等 

企業・事業所等 

生涯 

学習 

センター 

地域の自然環境 

地域の伝統文化 
街の先生 

ボランティア団体等 

ＮＰＯ等 

地域 

スポーツ 

クラブ等 
地域各種 

施設 

（図書館・ 

美術館等） 

大学等 
高等学校等 

子ども会 

育成会等 

幼稚園・保育所等 

まちづくり組織 

・自治会等  PTA 宮っ子 

ステーション 

・誰もが安心して学べ，活力にあふれる学校の創造       

・自信と志をもち，ともに支え合いながら未来を担う宮っ子の育成 

第２次宇都宮市学校教育推進計画 
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基本理念 

新しい時代にふさわしい教育環境を整える  基本目標６ 

・義務教育９年間を通した系統的な指導（学力保障，学校生活適応） 

・地域の教育力を生かした特色ある教育活動 

中学校と小学校の組み合わせである２５の地域学校園を設定 

義務教育９年間に４・３・２の「基礎期」「活用期」「発展期」を設定 

 【基本目標５】 

各中学校の小中一貫教育主任は地域学校園全体のコーディネートを行う。 

【基本目標４】【基本目標５】 

・ 引き続き「小中一貫の日」を位置付け，会議や合同研修会等の

計画を円滑に行えるようにするが，組織構成や活動内容に応じて

年間の実施回数は地域学校園裁量で設定することと変更する。 

・ オンラインによる会議により，効率化を図れるようにする。 

「小中一貫の日」の設定               変更 

見直しの方向性：  ○ 「第２次宇都宮市学校教育推進計画」との関係整理     ○ 義務教育９年間の指導の系統性と学びのつながりの強化     ○ ＩＣＴの活用推進 

各地域学校園児童生徒指導強化連絡会により，取組の目的を達成

できることから，廃止する。 

小学校教員の中学校への乗り入れ授業         縮小 

【基本目標３】【基本目標４】 

・ 地域学校園の裁量による取組として継続する。 

・ 主な目的が小中学校教職員の相互理解や指導の工夫・改善であ

ることを踏まえた上で，小学校高学年の教科担任制や小学校高学

年における外国語科に配慮し，授業の対象学年を小学校６年生か

ら小学校５・６年生に変更する。 

・ 授業後の授業研究会の実施を推進し，指導の工夫・改善に資す

るため，オンラインを取り入れるなどの方策を検討する。 

中学校教員の小学校への乗り入れ授業         変更 

○ 教育ビジョン（地域学校園全体で目指す中・長期的なテーマ） 

○ 最重点目標（各重点目標のうち，最も力を入れて取り組む目標） 

○ 重点目標（特に力を入れて解決すべき分野別の目標） 

○ 指標（学校マネジメントシステムや学力調査等を活用して設定

し，目標の達成状況を評価する） 

各地域学校園における計画・評価 

○ 園内全教職員による「教職員合同研修会」    【基本目標４】 

○ 授業力向上プロジェクト研究          【基本目標４】 

○ 各地域学校園児童生徒指導強化連絡会（新規）  【基本目標３】 

○ 一人配置教職員による研修，情報交換         【基本目標４】 

・ 乗り入れ授業を実施しない場合の取組として，中から小，また

は小から中の授業参観実施を推進する。その際，授業後の授業研

究会の実施を推進し，指導の工夫・改善に資するため，オンライ

ンなどの方策を検討する。 

・ 小学校高学年の，教科担任制や外国語教育の充実など，教育施

策等の動向を踏まえた授業研究や研修会の取組を推進する。 

・ 効果的な児童生徒指導や不登校対策についての研究や個別事

案の情報共有等をこれまで以上にきめ細かく行い，義務教育９年

間を通した切れ目のない支援を推進する。 

地域学校園教職員研修                充実 

○ 地域と連携した教育活動           【基本目標５】 

○ 土曜授業の実施                【基本目標５】 

○ 小学校と幼稚園・保育所等との連携（新規）  【基本目標５】 

全ての小学校において，関係する幼稚園・保育所等と円滑で確実

な情報交換を行えるような仕組みの構築を検討する。 

地域の教育力を生かした教育活動           充実 

小学校の委員が中学校の委員を兼ねている場合が多く，中学校で

の会議開催において情報交換ができる状況であるため，改めて情報

交換会を実施する取組としては廃止する。 

魅力ある学校づくり地域協議会の連携         縮小 
小中一貫教育推進主任の設置                 継続 

※令和４年度見直し予定 


